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＜考察＞

子供の学習状況を把握するために、それぞれ
の担任教科の特性を盛り込んだExcelシート
作りが進められた。これは情報活用能力の育
成と表裏一体にあるが、情報活用能力の成長
と共に列を増やしていき、子供の学びの履歴を
より細かく見取ることができる項目を入れていく。
例えば、探究のプロセスにおける進捗の管理
に留まらず、振り返りの字数カウント等、アナロ
グでは一目でわからなかった内容を可視化して
子供も教師も学習状況を把握する。

個々の児童への指導としては、添付写真の
ようなExcelシートを共有しても、意外と子供た
ちは他者の意見に目が向かない。そこで、
Excelシートを共有した上で、援助が必要な子
供に向けて、共有した内容から価値付けを行っ
た。この価値づけこそが、誰と学ぶかどのように
学ぶかの指針になっていた。
一方で教師が机間指導等で、支援が必要
な子供を発見した際、介入タイミングに応じて、
直接的か間接的かのどちらで子供たちを指導
するか、大まかに分類した。

次時に向けては、前時の振り返りを基に本時
の課題を意識させることができ、クラウド環境を
活かした授業改善に役立った。

担任の視点やこだわりのあるExcelシート（情報活用能力に合わせて）

アナログとデジタルの併用（チャット機能）

教師が学級の情報活用能力や単元によってこだ
わりのあるExcelシートの作成を進めた。ノートでしか
表現できない内容についてはチャット機能を利用して、
ノートの記述を撮影して共有した。
また、ノート・デジタルノート・具体物のどれで学ぶか
の選択肢を児童に渡すことで、自己調整しながら学
習を進めることができた。
学習の進捗等を集約するためには、Teamsが有
効であった。


